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5 月２日（月）本年度最初の全校避難訓練を実
施しました。 

昨年度までは、感染拡大防止の観点から全校生徒
一斉に行う避難訓練ではなく、学年別で避難経路を確
認したり、避難したりする訓練形式で実施していました。 
 
 訓練は、サイレンと地震発生の緊急放送が入り、各担
任の指導で机の下にもぐり、揺れが収まったという緊急放
送、避難放送指示で避難するという形式で行われまし
た。 
 素晴らしいことは、3 年生・2 年生・1 年生の全生徒が
命を守る行動を実践した訓練ができたことです。 
 
 放送が入り、担任の指導で机の下に低い姿勢を取る
場面では、頭を守る姿勢を 1～3 年生どのクラスでも静
かにそして素早く実践していました。避難放送指示からグ
ランドに約 7０0 名が集合するまでに 4 分 11 秒という
時間で全員の安全が確認できました。 
  
訓練は、災害が発生しても慌てず速やかに自分や人の
命を守るために行動し、災害で起こる被害を最小限に抑
えることを目的にしています 
 世界の地震の約 10％が日本やその周辺で起こってい
ます。災害による被害をできるだけ少なくするには、一人
一人が自ら取り組む「自助」、地域や身近にいる人同士
が助け合って取り組む 「共助」、国や地方公共団体な
どが取り組む「公助」 が重要と言われていますが、その中
でも基本となるのが、「自助」、一人一人が自分の身の
安全を守ることです。 

特に災害が発生したときは、まず、自分が無事である
ことが最も重要です。 

 

 
  

今回の避難訓練では、SHAKE OUT（地震を振り
払う）訓練として、「まず低く、頭を守り、動かない」を取り
入れ、地震発生時の激しい揺れに襲われることや落下
物から自分の身を守ることを学びました。 
 
 繰り返しになりますが、災害による被害をできるだけ少
なくするために一人一人が自ら取り組む「自助」について、 
 命を守ること、まもる命について、考えることをお願いしま
す。 

市立学校全校に学校
図書館へ図書寄贈（写
真）がありました。 

東京 2020 オリンピック・
パラリンピック開催が延期さ
れ、社会全体が「スポーツ
の魅力」「スポーツの役割」
を見直すきっかけにとなりま
した。 

そのような中、オリパラア
スリートたちは、「今、アスリ
ートにできることは何か」「ア
スリートの価値とは何か」今
まで応援してくださった方々に「恩返しできることは何か」を
考え、“つなぐ” という声にしたのがこの図書です。 
 54 名のアスリートが自分と向き合い、どのように困難を
乗り越えてきたか。困難が立ちはだかった時、アスリートの
経験がそっと、皆さんの背中を押してくれると思います。 
 
（本書より）◎報われない努力はあるかもしれないけれ

ど、無駄な努力はない。真剣な努力は、必ず自身の成
⾧につながるし、のちに生きる努力にもなる。本気のチャレ
ンジは絶対自分に返ってくると思います。 
◆野村忠弘 柔道オリンピック 3 連覇アトランタ・シドニー・アテネ 

令和４年度の各相談窓口について、下記のようにお知
らせいたします。 

学校図書館への図書の寄贈 

 
生徒担当  :  養護教諭  米田さきえ 
教職員担当 : 副校⾧    森 康昭 

生徒指導専任教諭        関 聡 

加藤 美奈（毎週木曜日:来校） 
Tel 045-581-3490（相談室直通） 

 
梨本 桂子（必要に応じて） 

 
＊一人で悩まないで・・・ 
＊一人で抱え込まない・・・ 
◆生麦中学校教職員は、一緒に考え、相談を行っ
ていきます。 

地震発生想定の避難訓練 

各相談窓口について 


